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１　研究の背景と目的

（１）はじめに
　本研究の目的は、保育者養成校で保育の専門的

知識を学び、卒業後は保育職に就き保育のキャリア
を積み重ねていた中で保育職から一般企業職へと移
行したトランジションの背景にある要因や一般企業
を次の就職先として選んだ、自身の心を揺り動かし
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た要因、また実際に一般企業職への移行時に直面し
た要因を明らかにしたものである。
　保育者養成校の学生が、「保育職に就職を目指す
ことに決めた理由については、『保育者になることが
夢だったから』（78.6％）が最も高く、次いで『資格・
免許が取得できるから』（25.2％）、『授業を通して保
育の面白さや、やりがいを感じたから』（24.5％）で
あった」（厚生労働省，2019，p.124）と示されてい
る。このように保育職に就職する理由は様々である
が、将来的な保育者の志望者は保育者養成校に入
学し保育について専門的に学ぶことが多く、実習を
通して子どもたちと実際にふれ合いながら子どもの
実態や内面を探り、多方面から子どもの理解を深め
ていく。また幼稚園や保育所、認定こども園や施設
といった実習先での実践を通して、社会的機能や役
割、保育者の援助や援助の意図等を学んでいく。そ
して幼稚園教諭免許状や保育士資格を取得し、その
資格を生かしながら幼稚園教諭や保育士、保育教諭、
施設職員等として働いていく。
　筆者の一人が勤務している４年制大学の学生につ
いても、2021年度の卒業生の内、164名の福祉・保育・
教職を就職先とする割合は、保育所（52％）、障害
児支援施設や児童養護施設などの施設（22％）、幼
稚園（13％）、認定こども園（３％）、小学校（10％）
となっており、多くの学生が卒業後に保育職に就い
ている（保育・教職センター報，2022）。
　しかし一般的に保育者の離職が問題になってお
り、幼稚園教諭においては文部科学省の平成28年
度の調査によると、離職者数は公立幼稚園で1,218
人、私立幼稚園で8,999人と示されている（文部科
学省，2018）。
　また「保育の現場・職業の魅力向上検討会（第５
回）」の参考資料１「保育士の現状と主な取組」に
おいても平成29年時点の保育士の離職率は9.3％と
なっており、私営の保育所は10.7％と示されている

（厚生労働省，2020）。
　過去に保育士としての就業経験がある人の保育士
を辞めた理由については、「職場の人間関係」が最

も多く、次に「仕事量が多い」や「給料が安い」となっ
ている。（東京都福祉保健局，2023.）
　このように保育者の離職が問題になっており、離
職理由についてもマイナス要因が挙げられているが、
保育者が離職し保育現場から離れることは、離職
した本人にとってどのような意味があるのだろうか。
結婚や出産等プライベートな理由を除き、離職要因
は負の要因だけなのだろうか。

（２）研究の目的
　保育者の離職に関連する先行研究については、大
きく分けて、早期離職に関するもの（森本・林・東村，
2013、傳馬・中西，2014）、離職や継続に関するもの

（川俣，2018、西坂，2014）、離職防止に関するもの（庭
野，2020、豊田・柏女，2022）等、多数ある。
　また井上（2022）は、保育者の離職についての論
文を大きく４つに分類し、その中で、「保育者の仕事
が子どものために自己犠牲をいとわない高尚な仕事
だと思われていることに問題意識をもっていない点
である」（p.8）こと、「早期離職の予防に関心が集中
している点である」（p.9）ことを研究上の課題とし
て挙げている。
　川俣（2018）は、2006年実施の質問紙調査と
2017年時点での幼稚園教諭の就職の状況とをあわ
せて検討し、改善がなされた課題、継続している課
題に加えて、新しい課題として、保育士に限らず幼
稚園教諭も求人が集まりにくい状況になっているこ
とを挙げている。
　河田・齊藤（2023）については、保育者養成校の
学生が保育について学んだものの、卒業後すぐに一
般職の就職を決めた学生の決定要因について、「一
般職への就職を決めた学生の中には，授業を経験す
ることにより『やりたいことが明確に』なったと捉え，
保育職以外の分野への興味を深めることになった学
生もいることが分かる」（p.1016）と示している。対
象が新規卒業予定者であったため、本研究では保
育職から一般企業職への移行に着目をし、保育職か
ら離職した後のキャリアに着目をすることとした。



− 3 −

東京未来大学研究紀要  Vol.18　2024.3

　卒業後にまず保育職に就き勤務していた保育者
が、経験を重ねキャリア構築をしている最中に一般
企業への移行を考える要因は何か、また実際に保育
者が一般企業職に移行したさいに直面した事柄は何
か、それを明らかにすることを目的とした。

２　調査の方法

　本調査は、2023年７月22日及び10月21日に実施
した。都内の保育者養成校４年制大学の卒業生の
中で、幼稚園から一般企業職に移行した２名に、７
月22日に半構造化インタビューを実施した。インタ
ビュー協力者については、筆者の１人が勤務する４
年制大学の卒業生の中で、保育職から一般企業職
に移行したことを大学職員が把握している人物、ま
た直接連絡を取ることが可能な卒業生に依頼を行っ
た。10月21日は、作成したTEM図をインタビュー
協力者２名と確認し、内容や細かな言葉の意味合い
が合っているかどうかの確認を行った。２名それぞ
れの経歴は、卒業後に幼稚園教諭を４年経験し、現
在は営業職に就いているＡ氏及び卒業後に幼稚園教
諭を３年経験し、現在は映像制作会社に勤務してい
るＢ氏である。
　半構造化インタビューの主な内容は以下である。
設問１ 保育者養成校での実習の種類
設問２ 保育者養成校での資格取得の種類
設問３ 卒業から現在に至るまでの過程　等。
　半構造化インタビュー後に得られた内容を文字に
起こし、まとまりのある内容に分類し時系列に並べ、
TEM図を作成した。
　「TEMは，時間を捨象せずプロセスとして人間の
発達や人生径路を捉える方法論である」（安田・サ
トウ，2016．p.45）。これまでも安田・荒川・髙田・
木戸・サトウ（2008）や香曽我部・松延（2013）等
がTEMを活用して研究を行っている。保育者から
一般企業職への移行は、その人の人生において重大
な決断や大きな変化があると推測されるため、本研
究もTEMを用いて、個人の決断や気持ち等の変化
について追うこととした。

　倫理的配慮については、調査に先立ち研究の主旨
を説明し、インタビューは自由意思に基づく参加の
ため同意を得た方のみインタビューを開始すること、
研究の途中でも研究への辞退を申し出ることができ
ること、個人情報についての取り扱いやデータの保
管期間及びデータやTEM図等の書面の破棄方法に
ついて説明を行い、同意書の記入を依頼した。東京
未来大学の研究倫理審査にて承認（20 23 -010）を
得たものである。

３　結　果

　保育職から一般企業職へと移行した過程を追うた
めに、期ごとに等至点を設定し、それぞれの等至点
に向かうまでの道のりについてTEM図（図１）を作
成した。
　TEM図に用いた概念及び図例は表１である。ま
たTEMに用いた概念及び説明、本研究での位置づ
けは表２である。
　次に、TEM図の詳細を記す。

表１　TEMに用いた概念及び図例
TEMに用いた概念 図例

等至点
EFP（Equifinality Point）

両極化した等至点
P-EFP

（Polarized Equifinality Point）

必須通過点
OPP

（Obligatory Passage Point）

分岐点
BFP（Bifurcation Point）

実際に行った行動や選択
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（１）Ａ氏の事例
（１－�①）第１期　大学入学から幼稚園に就職をする

まで
　大学に入学して（OPP）、授業で保育の専門的知
識等を学んだ（OPP）。在学中には、はじめに１回目
の幼稚園実習に行き、続いて１回目の保育所の実習
へ行った。そして施設実習、２回目の保育所実習、
最後に２回目の幼稚園実習に行った（OPP）。在学
中は、大学の行事に積極的に参加し、大勢をまとめ
たり組織を動かしたりする経験をした（BFP）。その
経験から一般企業職にも行けるかもしれないと思っ
た（SD）が、大学職員より、１回は保育者を経験し
た方が良いこと、まず保育職に就きそれから企業に
行くか保育職を続けるか考えると良い、と助言を受
けた（SG）。保育職に魅力を感じながらも、一般就
職セミナーを受けようか悩むが、大学職員からの助
言を受け入れ、保育職に就くことを決めた。
　そしてまず、友人から実習で実りある経験をした
と聞いたＡ幼稚園の試験を受けるが、願いは叶わな
かった。そのため、大学の就職支援をしているセン
ターへ求人票を見に行った。Ｂ幼稚園の求人票が目

に留まり、Ｂ幼稚園に見学へ行った（BFP）。見学
時に園長先生の保育や子育て支援についての考え方
に感銘を受け（SG）、他の幼稚園の求人（SD）もあっ
たが、Ｂ幼稚園の試験を受けることにした（OPP）。
そして合格をし（OPP）、Ｂ幼稚園に就職をした

（EFP）。

（１－�②）第２期　幼稚園への就職から一般企業に
移行するまで

　Ａ氏は幼稚園教諭となり、はじめに３歳児クラス
の副担任となった。保育よりも人の環境に悩んだ

（BFP）。保育をしている中での先輩教諭の視線や指
導（SG）を怖く思い、同期と励まし合い（SD）なが
らも、先輩教諭にどう好かれるかを考える日々を過
ごしていた。インタビューでは、「気にしいな性格も
あると思うんですけど、ただ実習では感じなかった、
このなんだろう、リアルな人間関係をちょっと苦しい
なと思いながらやっていました」と語っていた。ク
ラスの子どもたちや保護者との関係は良好であった
ため、子どもたちのために頑張っていた。また、継
続して子どもたちの成長を見たいという思いで勤務
を継続していた。そのような日々を送るなか、同じ
クラスの先輩教諭が産休に入り、人間関係模様が
変化し、先輩教諭たちの冷たい視線や指導が和い
でいった（SD）。次年度も再び３歳児クラスとなり、
今回は担任となった。担任として、やりたいこと、やっ
てみたいことが前年度よりも実践できるようになっ
た。同じクラスを受け持つことになった教諭は新任
教諭（SD）であったため、新任教諭の保育の手本
となるよう、思考しながら保育を行っていた。この
幼稚園では、クラスで行う製作内容について、事前
に先輩教諭に試作品を見せながら子どもの行う箇所
を説明し、許可を得ることになっていた。Ａ氏が製
作等のアイデアを提案した（BFP）が、先輩教諭か
らはそのアイデアを却下された（SG）。しかし少し
ずつやりたい保育も実践できるようになっていたた
め、同期と励まし合い（SD）ながら過ごしていた。
　そして次年度は５歳児クラスの担任となった。隣

TEMに用いた概念 図例
実際には選ぶことはなかっ
たが、理論的に考えられる
行動や選択

実際に進んだ径路

今回、選択はされなかったが、
理論的に考えられる径路

社会的ガイド
SG（Social Guidance）

社会的方向づけ
SD（Social Direction）
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のクラスの後輩教諭と一緒に、例年通りのカリキュ
ラムを実践しながらも、加えて今年はどうするかを
試行錯誤していた。変わらず、製作等のアイデアを
提案した（BFP）が、先輩教諭のチェックが入った

（SG）。しかし子どもたちのために、無事に卒園させ
たいという思い（SD）で過ごしていた。今回の提案
も通らず、例年通りの製作を行った（BFP）。その頃
に、大学時代に職員から受けた、１回は保育者を経
験した方が良いこと、卒業後は先に保育職に就き、
それから企業に行くか保育職を続けるか考えると良
い、という助言を思い出し、その時が来たかもしれ
ないと思った。製作の提案をしても採用されず、や
りたいと思っていることが実現できない歯がゆさを
感じ、この環境から抜け出したい、時間がもったい
ない、世界を広げたい、新しい業種に行って力を試
してみたい、挑戦したいと思い立った。
　園長から次年度のクラス発表があり、年中の副担
任となった（SG）。知り合いに一般企業職への就職
について相談し助言を得た（SG）。同期とは５年は
一緒に頑張りたいねと話していた（SD）が、担任と
して卒園児を無事に見届けた（OPP）ため、一般企
業職への移行意思を固めた。移行を考え始めた時期
についてインタビューでは、「卒園しちゃったんです
ね」と、年長児が卒園した、担任として無事に卒園
児を送り出したことを一つの区切りと考えていた。
　そして、次年度は４歳児の副担任となった。副担
任として、初めて自閉症児と関わることになった。
同じクラスの担任が同期であったため保育もやりや
すく、自閉症児への保育についても新たに学んでいっ
た。先輩教諭の厳しい視線や指導はその同期の担任
教諭に向けられたが、Ａ氏は今までの自身の経験か
ら同期の教諭を、大丈夫、気にしないと勇気づけフォ
ローをした。その後、園長に今年度末で退職したい
ことを伝えた（BFP）。園長からの引き留め（SD）はあっ
たが、一般企業職への移行意思は固く、知り合いに
履歴書添削（SG）もしてもらいながら、移行の準
備をしていた。そしてＢ幼稚園を３月末で退職した

（OPP）。幼稚園を退職後に、求人サイトに登録をし

た。そして、求人に応募をした（OPP）。応募のさ
いの決め手については、「福利厚生と、未経験であっ
てもまずは挑戦しに来てくださいっていうような、全
然違う業種であっても受け入れてくれるような環境
だったので、それなら行けるって思って」と語って
いた。応募した会社の就職試験を受けることとなり

（OPP）、就職試験に合格をし（OPP）、Ｃ企業に就
職をすることとなった（EFP）。

（１－③）第３期　一般企業に移行後から現在まで
　Ｃ企業に就職後は、仕事の流れや、仕事で必要な
用語を一から学んだ。生活リズムの違いに戸惑いも
した。しかし保育職で培ってきたコミュニケーション
力と人前での元気の良さを生かした。大世界になっ
たことに楽しさを感じながら、営業という業務内容
や商談の難しさ、今までの子どもとの関わりではな
く常に大人と関わり、論理的な数字の扱いをするこ
との難しさを感じながら、現在に至っている（EFP）。
　インタビューでは保育職と一般企業職との違いに
ついて、「大人対子ども。子どもだったのが大人になっ
たっていうところと、保育ってなると決められたもの
をやっていけばいいと思うんですけど、営業ってな
ると全然違ったものに商談っていう全然違うものに
なってきて、契約だとか、全然違う話になってきて、
今もこうやって比べるっていうか説明もできないくら
い違うものだったので、それに切り替えるっていう
のが、一からの勉強っていうのが大変でした。結局
は人と関わることはすっごく好きなので、そこが辞
める理由であった狭い世界っていうのが全く違う大
世界に変わったので、今、すっごい楽しいなって」、

「営業って実は論理的な数字を大事にする職業なの
で」と語っていた。つまり、保育の内容については
先輩教諭のチェックが入ることにより例年通りのも
のを例年通りに実践していたが、一般企業職に移行
して商談や契約という全く異なる業務になり、一か
らの勉強が大変と感じながらも、狭い世界から抜け
出したいと思っていたため、それが大世界に変わり、
楽しさを感じていた。
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（２）Ｂ氏の事例
（２－�①）第１期　大学入学から幼稚園に就職をする

まで
　Ｂ氏も大学に入学して（OPP）、授業では保育の
専門的知識等を学んだ（OPP）。在学中に、１回目
の幼稚園実習に行き、続いて１回目の保育所実習へ
行った。そして施設実習、２回目の保育所実習、そ
の後に２回目の幼稚園実習に行った（OPP）。大学
で行われた行事には積極的に参加した（BFP）。大
学のゼミ教員や大学職員から、保育職に向いている
ため保育職に進むと良いと助言を受けていた（SG）
が、保育職以外の道を検討（SD）したい気持ちもあっ
た。その理由をインタビューでは、「自分自身も本当
に子どもが大好きで、実習は辛かったんですけど、
保育は引かれたレールというか、なればきっとうま
くいくんだろうなぁって思ってたんですけど、なぜ
かわからないんですけど、見えてるあれがつまんな
いなと思っちゃって、もともと子どもが好きっていう
のは変わらなくって、大きく分けると子ども関係にな
るので、私が一般企業に行きたかったのは玩具メー
カーの企画とか、玩具に携わることがやりたいなぁ
と思って」と語っていた。そして大学で一般企業セ
ミナーがあったため、参加した。このまま保育職に
就けばうまくいくとも思ったが、一般企業の試験を
受けるが願いは叶わず（BFP）、気持ちが落ち込んだ。
保育職に向いているとのゼミ教員や大学職員に言わ
れたこともあり、大学で幼稚園教諭Ⅰ種免許状及び
保育士資格を取得できるため、それを生かして働こ
うと思った。その後に母園の幼稚園Ａの園長に試験
を受けに来るよう誘われた（SG）が、大学内の就職
支援をしているセンターに求人票を探しに行き、Ｄ
幼稚園の就職試験を受けることとした（OPP）。そし
て合格し（OPP）、Ｄ幼稚園に就職をした（EFP）。

（２－�②）第２期　幼稚園への就職から一般企業に
移行するまで

　Ｄ幼稚園に就職し、初年度から３歳児の担任と
なった。子どもたちとの関わりを楽しみながら、隣

のクラスの５年目の教諭と同じくらいの保育ができ
るようにと頑張っていた。Ｄ幼稚園では、子ども一
人一人のエピソードを大切にしており、保育を進め
る中でそのエピソードを探すことに苦労をした。ま
た多動の子どもへの対応にも悩みながら、その子ど
もに合った対応を心がけていた。そして次年度は５
歳児クラスの担任となった。子どもの個人エピソー
ドを探すことには慣れたが、多動な子どもへの対応
に試行錯誤していた。援助方法を考え、色々と試す
中で関わり方や声の掛け方を習得していった。次年
度は４歳児の担任及び学年リーダーとなった。運動
会の曲等の新しい取り組みを提案した（BFP）が、
園長は古きを重んじる考え（SG）であったため提案
は通らなかった。兄弟がいる保護者からはまた同じ
曲なのかと問い合わせがあった（SD）こともあり、
その要望に応えるためにも新提案を試みたが、提案
は通らず落ち込んだ。自身の提案が通らなかったた
め、例年通りの曲で、例年通りの内容の行事を行っ
た（BFP）。その後に、大学のゼミ教員や職員の助
言を思い出した。園を変えたいという思い（SD）も
あったが、園長の方針は変わらなかった（SG）。今
までの保育を振り返り、３年の間に全学年を受け持っ
たこと、割と全力を尽くせたと思い、狭い世界から
抜けて世の中を見てみたい、別の世界で自分の力を
発揮し、試してみたいと思った。そして、園長に今
年度末で退職したいと伝えた（BFP）。園長に引き
留められた（SD）が移行の意思は固く（SG）、一般
企業で保育経験を生かしたい、別の形で子どもに夢
を与えていきたい思いを伝えた。そして３月末にＤ
幼稚園を退職した（OPP）。
　退職後に求人サイトに登録をした。そして玩具
メーカーや営業職を受けるが、願いは叶わなかった。
次に、映像制作会社の試験を受け（OPP）、合格し

（OPP）、就職をした（EFP）。

（２－③）第３期　一般企業に移行後から現在まで
　映像制作会社に就職後は、エクセルやワード、パ
ワーポイントについて学び直した。玩具のCMに携
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わるさいに保育経験を生かして、演者の子どもと関
わったりペープサートの提案をしたりし、採用され
た。そして、営業、企画、商談、動画作り、撮影、
修正、納品について一から学び、大人との関わりに
なったことを実感した。また保育の見せ方と商談の
見せ方の違いを実感しながら移行期を過ごし、現在
に至っている（EFP）。

４　まとめ及び今後の課題

　本研究は保育者養成校で学び、卒業後は幼稚園
教諭として勤務した保育者が、のちに一般企業職に
移行した要因及び移行時に直面した事柄を明らかに
したものである。
　その結果、保育職から一般企業職に移行した理
由については、現状からの脱却、別の環境や一般企
業職で自分の力を発揮することへの期待、一般企業
職で自分の力を試したいという挑戦心であることが
分かった。現状からの脱却については、子どもとの
関わりは楽しいと感じ保育することにやりがいを感
じながらも、製作や行事内容についての提案が受け
入れられず歯がゆさを感じていたこと、また先輩教
諭からの必要以上の指導や保育よりも特定の人を気
にする環境を狭い世界と感じ、それとは違った広い
世界へと考えた心情的な要素が大きかったことが考
えられる。別の環境や他業種で自分の力を発揮する
ことへの期待についても、自身の発言や提案が認め
られたり年齢や立場に関わらず意見交換したり出来
る環境を別業種の一般企業職先に求めたことが言え
る。また一般企業職で自分の力を試したいという挑
戦心については、大学時代に大学職員やゼミ教員か
ら、自身の保育者としての資質を見込まれ、卒業後
は保育者になると良いこと、その後に一般企業職へ
の就職の方が年齢的にも良いと助言を受けたことを
思い出したこともあり、移行を決意している。TEM
にてSGであった大学職員らの助言も重大な決断に
結び付く事柄であったことが言える。
　保育職から一般企業職への移行を決意するタイミ
ングついては、幼稚園の中で最高学年の年長児を受

け持った経験や３歳児から５歳児までの全ての学年
を受け持った経験という幼稚園特有の区切りが関係
していた。幼稚園教諭にとって最高学年の年長児と
日々を過ごし、就学に向けての取り組みを行い、卒
園児を見送る経験は充実感や達成感を伴うことであ
ろう。また全ての学年を受け持ち、それぞれの年齢
の発達や１年間の保育の流れ等を経験したことも充
実感に繋がり、それを区切りと捉え次のステップに
進んでいったことが言える。
　以上のように、保育職から一般企業職に移行した
要因や気持ちの変化については１つの要素だけでな
く、複数の要素が重なっていた。また現状からの脱
却希望はあったものの、前向きに一般企業職へと移
行したことが言える。
　保育職から一般企業職への移行時については、念
願が叶い一般企業職に就き世界が広がったことへの
楽しさを感じ、主な関わりが子どもから大人へと変
更した難しさや生活リズムの違いに大変さを感じな
がらも、契約や商談等について一から学び、今まで
の保育職で培ってきたコミュニケーション能力や保
育技術を応用しながら移行時を過ごしたことが明ら
かになった。
　「これまで離職のマイナス要因を中心に研究が行
われてきた」（友野・笠原，2021，p6.）と指摘され
ているが、本研究は保育職からは離れたが、一般企
業職に移行し保育職の経験を生かしながら職業人
としてのキャリアを構築し続ける一例を示すことに
繋がった。保育職と一般企業職では求められる能力
や発揮する力が異なるが、キャリアを広義的に捉え
たさいに保育職での経験を生かし応用しながら長期
的、継続的にキャリアを構築していく、職業者とし
てのキャリア構築例が示唆された。
　本研究の対象者は幼稚園から一般企業職へ移行
した幼稚園教諭経験者であった。そのため、今後は
保育士や保育教諭といった職種が異なる保育者にお
ける一般企業職への移行要因、移行時に直面する事
柄についての検討が今後の課題である。
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表２　TEMに用いた概念及び説明、本研究での位置づけ

TEMに用いた概念 説明 本研究での位置づけ

等至点
（EFP）

幼稚園や一般企業への就職、
また現在の状況

【Ａ氏】 第１期：Ｂ幼稚園に就職をした
 第２期：Ｃ企業に就職をした
 第３期：現在

【Ｂ氏】 第１期：Ｄ幼稚園に就職をした
 第２期：映像制作会社に就職をした
 第３期：現在

両極化した等至点
（P-EFP）

到達点とは別の職業 【Ａ氏、Ｂ氏】
 第１期：一般企業に就職をした
 第２期：保育職を継続した
 第３期：保育職を継続した

必須通過点
（OPP）

等至点に到達するまでに、多
くの人が経験する可能性のあ
る事柄

【Ａ氏】 第１期：大学に入学をした
 　　　　保育の専門知識等を学んだ
 　　　　 幼稚園実習、保育所実習、施設実習を経

験した
 　　　　Ｂ幼稚園の試験を受けた
 　　　　Ｂ幼稚園に合格をした
 第２期：卒園児を担任として見届けた
 　　　　Ｂ幼稚園を退職した
 　　　　求人に応募をした
 　　　　就職試験を受けた
 　　　　就職試験に合格をした

【Ｂ氏】 第１期：大学に入学をした
 　　　　保育の専門知識等を学んだ
 　　　　 幼稚園実習、保育所実習、施設実習を経

験した
 　　　　Ｄ幼稚園の試験を受けた
 　　　　Ｄ幼稚園の試験に合格をした
 第２期：園長に今年度末で退職したいと伝えた
 　　　　Ｄ幼稚園を退職した
 　　　　映像会社の試験を受けた
 　　　　映像会社の試験に合格をした

分岐点
（BFP）

その後の径路が複数に分かれ
る事柄

【Ａ氏】 第１期： 大学の行事に積極的に参加し、大勢をま
とめたり組織を動かしたりする経験をし
た

 　　　　Ｂ幼稚園を選択し、見学へ行った
 第２期：保育よりも人の環境に悩んだ
 　　　　製作等のアイデアを提案した
 　　　　 提案は通らず、例年通りの保育や製作を

行った
 　　　　 園長に今年度末で退職したいことを伝え

た
【Ｂ氏】 第１期：大学の行事に積極的に参加した
 　　　　一般企業の試験を受けるが願い叶わず
 第２期：新しい取り組みを提案した
 　　　　例年通りの行事を行った
 　　　　 園長に今年度末で退職することを伝えた



保育者のキャリア形成の過程に関する研究（４）
浅井かおり・浅井拓久也

− 10 −

TEMに用いた概念 説明 本研究での位置づけ

社会的ガイド
（SG）

・ 他者からの好意的な助言や
行為

・ 好意的ではないが、等至点
に導かれる他者の行為

・等至点に近づく自身の思い

【Ａ氏】 第１期：大学職員からの助言
 　　　　 園長先生の保育や子育て支援に対する考

えに感銘を受けた
 第２期：先輩教諭の視線や指導
 　　　　先輩教諭のチェック
 　　　　園長から次年度のクラス発表があった
 　　　　知り合いからの助言
 　　　　知り合いによる履歴書の添削

【Ｂ氏】 第１期：ゼミ教員や大学職員からの助言
 　　　　母園の幼稚園Ａからの誘い
 第２期：園長の方針
 　　　　一般企業への思い

社会的方向づけ
（SD）

・行為的ではない他者の行為
・ 等至点を遠ざける他者との

行為や思い、存在
・ 等至点を遠ざける自身の思

い

【Ａ氏】 第１期：一般企業への思い
 　　　　他の幼稚園の求人
 第２期：同期との励まし合い
 　　　　 先輩教諭が産休に入り、人間関係模様が

変化
 　　　　新人教諭の存在
 　　　　同期との励まし合い
 　　　　 子どもとの関わり、無事に卒園させたい

という思い
 　　　　同期との決意
 　　　　園長から引き留められた

【Ｂ氏】 第１期：保育職以外の道の検討
 第２期：保護者の思い、要望
 　　　　園を変えたい思い
 　　　　園長から引き留められた
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保育者のキャリア形成の過程に関する研究（４）
浅井かおり・浅井拓久也
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